
 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教科に関する調査結果の概要 

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する調査結果の概要 

 

３．調査結果から明らかになった課題解決のための重点的な取組 

 ① 教科に関する取組（全校で・学年で・学級で） 

 

 

 

 

② 家庭生活習慣等に関する取組 

 

 

カテゴリー 学力調査の分析（傾向や特徴） 
全国平均正答率

との比較 

国語Ａ 
学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む、書くことはできるようにな

ってきている。書く力を問う問題に課題があり、書くことを習慣化する必要がある。 
下回っている 

国語Ｂ 
話の意図を捉えながら聞いたり、目的に応じて話したりすることに課題がある。

長文に慣れ、聞かれていることや必要なことは何かを判断する力が必要である。 
下回っている 

算数Ａ 
数と計算領域の問題を解く力は取組の成果が少しずつでているようである。他

の領域についても定着を図る必要がある。 
下回っている 

算数Ｂ 
応用問題に対して、苦手意識をもたず、粘り強く取り組むことができるようにな

っているが、式の意味を解釈し、記述していく問題等に課題がある。 
上回っている 

質問紙調査の結果分析 

・テレビ等の接触時間は、若干減少し、３時間以上の長時間の利

用の割合も減少した。 

・「将来の夢や目標をもっている」「人の役に立つ人間になりたい」

と思う児童は、全国より高い。それぞれの夢を実現させるために、

また人の役に立つ人間になれるように具体的な目標設定を行い、

行動に結び付けさせることが必要である。 

・毎日同じくらい時刻に寝たり起きたりしている割合が全国に比

べ低い。規則正しい生活を心がけるよう指導を継続していく必要

がある。 

 文部科学省による「全国学力・学習状況調査」については、平成２８年４月１９日（火）に、６年生を対象とし
て、「教科（国語・算数）に関する調査」と「児童質問紙調査」を実施いたしました。 

 この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。学校の現状

を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。 

 学力の定義や捉え方は様々であり、一概に論じることはできません。この学力調査もそのときの学力の一部分を

表しているに過ぎませんが、この結果も客観的な指標の一つであると考えます。本校では調査結果も重視し、今後

も効果的な指導や学力向上につながる教育活動が実践できるように努めてまいります。ご家庭でも家庭学習チャレ

ンジハンドブックなどを参考にされ、お子様の学習をご支援いただけましたら幸いです。  
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・火、水、金の朝８：３５～８：５０は、スキルアップタイムとして、国語・算数の基本問題に取り組ませる。 

・一単位時間中、必ずめあて、まとめ、振り返りを設定する。また、話し合い活動を多く取り入れる。 

・特に算数科においては、少人数教員を中心に、各学年に計画的に入り、習熟度を考慮した指導に努める。 

・若年教諭を中心に、学力向上推進教員の指導を受け、日々の授業経営に生かす。 

・宿題のスタンダード化（学年×１０）時間程度の課題を出す。また、高学年を中心とした自学ノートに取り組ませる。 

・家庭学習の必要性や早ね、早起き、朝ごはん等の基本的な生活習慣の大切さについて学校・学年通信やＰＴＡ理事会、学校保健委員会等で、保護者への啓発を図る。 

・小中で話し合って決めた「家庭学習の手引き」「学習規律」を保護者に配布し、小中で足並みを揃える。中学校入学前は家庭学習帳を配布し、春休みの宿題とする。 

 


